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本
書
は
、
著
者
松
井
保
彦
（
東
京
一
般
労
働
組
合
会
長
）
を
含
む
「
東
京
一
般
労
働
組
合
史
」
編
集
委
員

会
（
高
田
佳
利
、
広
松
栄
香
）
が
、
合
同
労
組
運
動
の
形
成
と
発
展
過
程
に
つ
い
て
、
直
接
実
践
に
関
わ
っ
た

関
係
者
た
ち
と
の
座
談
会
や
聞
き
取
り
記
録
、
活
動
家
た
ち
の
回
顧
談
や
著
作
、
著
者
の
講
演
録
な
ど
を
再
構

成
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
に
発
行
さ
れ
た
「
東
京
一
般
労
働
組
合
史
」
編
集
委
員
会
編
『
人

間
ら
し
い
生
活
を
求
め
て
』（
東
京
一
般
の
45
年
史
）、『
東
京
一
般
を
さ
さ
え
て
き
た
人
た
ち
』（
東
京
一
般
に

関
わ
っ
た
人
々
の
証
言
記
録
）
に
続
く
３
冊
目
の
東
京
一
般
の
組
合
史
で
あ
る
。

著
者
は
、
１
９
６
０
年
の
東
部
一
般
統
一
労
働
組
合
の
結
成
に
関
与
し
、
そ
こ
か
ら
分
離
独
立
し
た
南
葛
一

般
統
一
労
働
組
合
、
そ
し
て
三
多
摩
統
一
労
組
な
ど
と
合
併
し
て
結
成
さ
れ
た
東
京
一
般
労
働
組
合
の
専
従
役

員
と
し
て
、
さ
ら
に
全
国
一
般
中
央
本
部
の
委
員
長
、
書
記
長
と
し
て
、
50
年
に
わ
た
る
合
同
労
組
運
動
の
実
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践
を
担
っ
て
き
た
人
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
内
容

本
書
は
、
第
１
部
・
第
２
部
の
本
文
に
加
え
て
、
別
冊
の
附
属
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
附
属
資
料
に
は
、

１
９
６
１
年
当
時
の
合
同
労
組
に
関
す
る
東
京
都
労
働
局
や
労
働
省
の
資
料
、
東
京
一
般
の
運
動
史
年
表
、
雑

誌
掲
載
記
事
、
東
京
一
般
の
東
京
都
労
働
委
員
会
へ
の
申
し
立
て
事
件
の
一
覧
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本

書
の
第
１
部
・
第
２
部
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
１
部　

戦
後
初
期
の
中
小
労
働
運
動
～
１
９
６
０
年
代
半
ば
ま
で

は
じ
め
に
―
戦
後
初
期
の
中
小
労
働
運
動
を
と
ら
え
る
視
点

第
１
章　

総
評
結
成
前
後
の
中
小
労
働
運
動
（
昭
和
20
年
代
・
１
９
４
６
～
１
９
５
４
年
頃
）

第
２
章　

全
国
一
般
を
軸
と
す
る
総
評
の
中
小
組
織
対
策

第
３
章　

自
立
化
を
求
め
て
模
索
す
る
全
国
一
般
（
１
９
５
６
～
１
９
６
０
年
）

第
４
章　

全
国
一
般
の
自
立
化
体
制
と
新
し
い
運
動
の
波
（
１
９
６
０
年
～
１
９
６
４
年
）

第
５
章　

新
し
い
組
織
の
担
い
手
―
若
い
中
対
オ
ル
グ
の
活
躍

第
６
章　

活
動
家
た
ち
の
証
言
―
東
京
に
お
け
る
統
一
労
組
運
動
の
は
じ
ま
り
と
展
開

第
７
章　
「
統
一
労
組
」
運
動
の
検
証

第
８
章　

１
９
５
５
～
１
９
６
０
年
代
初
期
の
労
総
運
動
の
概
況
と
特
徴
―
社
会
政
策
研
究
学
者
や

　
　
　
　

労
働
研
究
学
者
の
見
解
等
を
中
心
に
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第
２
部　

合
同
労
組
運
動
の
検
証
と
こ
れ
か
ら
は
じ
め
に

第
１
章　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
合
同
労
組
運
動

第
２
章　

労
働
法
と
合
同
労
組

第
３
章　

合
同
労
組
運
動
の
確
立
・
全
国
一
般
の
誕
生

第
４
章　

東
京
に
お
け
る
合
同
労
組
運
動

第
５
章　

合
同
労
組
の
機
能
と
役
割

第
６
章　

労
働
委
員
会
と
労
使
関
係
の
正
常
化
―
説
得
と
納
得
の
関
係
を
創
る
た
め
に
必
要
な

　
　
　
　

和
解
と
こ
こ
ろ

第
７
章　

こ
れ
か
ら
の
合
同
労
組
運
動

第
１
部
は
、
編
集
委
員
の
一
人
、
高
田
佳
利
（
元
総
評
全
国
オ
ル
グ
）
が
座
談
会
や
聞
き
取
り
記
録
、
活
動

家
た
ち
の
回
顧
談
や
著
作
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
再
構
成
し
て
い
る
。
第
１
章
か
ら
第
４
章
は
、
総
評
組
織
局

で
中
小
対
策
に
関
わ
っ
て
き
た
岡
村
省
三
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
戦
後
中
小
労
働
運
動
が
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
、
１
９
５
０
年
に
結
成
さ
れ
た
総
評
が
中
小
労
働
者
の
組
織
化
に
ど
の
よ
う
に
乗
り
出
し
て
い
く
の
か

（
第
１
章
）、
１
９
５
５
年
の
全
国
一
般
合
同
労
組
連
絡
協
議
会
の
結
成
、
総
評
第
６
回
大
会
で
の
中
小
労
働
者

組
織
化
方
針
と
中
対
オ
ル
グ
設
置
の
経
緯
（
第
２
章
）、
中
対
オ
ル
グ
の
配
置
に
よ
る
組
織
拡
大
（
第
３
章
）、 

１
９
６
０
年
に
全
国
一
般
が
総
評
か
ら
の
自
立
体
制
を
確
立
し
、
中
小
労
連
方
式
か
ら
個
人
加
盟
の
統
一
労
組

方
針
を
採
択
し
た
こ
と
（
第
４
章
）
が
述
べ
ら
れ
る
。
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続
く
第
５
章
か
ら
第
７
章
は
、
渡
辺
勉
（
元
全
国
一
般
東
京
地
方
本
部
南
部
支
部
委
員
長
）
の
著
作
や
、
富

岡
郁
夫
（
元
全
国
一
般
新
潟
地
方
本
部
委
員
長
）
と
水
野
邦
夫
（
東
部
一
般
初
代
委
員
長
）
な
ど
の
回
顧
談
、『
月

刊
社
会
党
』（
１
９
６
４
年
７
～
９
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
統
一
労
組
の
オ
ル
グ
た
ち
の
座
談
会
記
録
を
も
と
に
、

60
年
代
前
半
に
、
理
想
に
燃
え
た
20
代
の
若
い
オ
ル
グ
た
ち
が
統
一
労
組
運
動
と
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
に

駆
け
巡
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
８
章
は
、
合
同
労
組
に
関
す
る
当
時
の
研
究
者
た
ち
の
議
論
を
整
理
し

て
い
る
。

第
２
部
は
、
著
者
が
全
国
一
般
労
委
労
協
機
関
紙
に
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
わ
た
り
連
載
し
た
記

事
を
も
と
に
加
筆
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
１
章
か
ら
第
４
章
は
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年
代
前
半
に
焦

点
を
あ
て
て
、
当
時
の
労
働
市
場
の
状
況
と
経
済
の
二
重
構
造
（
第
１
章
）、
合
同
労
組
の
定
義
と
法
的
問
題
、

そ
の
特
徴
と
意
義
（
第
２
章
）、
全
国
一
般
の
誕
生
（
第
３
章
）、
著
者
が
自
ら
闘
い
建
設
し
て
き
た
東
京
に
お

け
る
初
期
の
合
同
労
組
運
動
の
経
験
（
第
４
章
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
後
半
の
第
５
章
か
ら
第
７
章
は
、

最
近
の
状
況
と
経
験
を
踏
ま
え
て
、
労
働
相
談
・
個
別
労
使
紛
争
と
労
働
組
合
の
役
割
（
第
５
章
）、
中
央
労
働

委
員
会
労
働
者
委
員
の
経
験
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
和
解
論
（
第
６
章
）、
こ
れ
か
ら
の
合
同
労
組
運
動
論
（
第

７
章
）
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
書
の
焦
点
は
、
戦
後
労
働
運
動
の
中
で
全
国
一
般
運
動
・
合
同
労
組

運
動
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
の
潮
流
で
あ
る
統
一
労
組
運
動
が
草
創
期
に
い
か
な
る
運
動
を

形
成
し
よ
う
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
日
、
非
正
規
労
働
者
が
増
大
し
、
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
労
働
組
合
組
織
率
が
持
続
的
に
低
下
し
、
既



【書評と紹介】松井保彦『合同労組運動の検証』（高須浩彦）

5

存
の
企
業
別
組
合
の
影
響
力
が
弱
ま
る
の
に
対
し
て
、
個
人
加
盟
ユ
ニ
オ
ン
（
合
同
労
組
）
と
そ
の
労
働
相
談
・

組
織
化
機
能
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
50
年
か
ら
60
年
前
に
も
、
当
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
総
評
が

多
数
の
オ
ル
グ
を
配
置
し
て
組
織
化
を
進
め
、
合
同
労
組
運
動
が
花
開
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
現
在
、
そ
し
て

今
後
の
ユ
ニ
オ
ン
運
動
を
考
え
る
と
き
に
、
改
め
て
１
９
５
０
年
代
・
60
年
代
の
合
同
労
組
運
動
の
経
験
に
目

を
向
け
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
と
評
者
は
考
え
る
。

そ
こ
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
当
時
の
合
同
労
組
運
動
に
つ
い
て
、
本
書
を
手
が
か
り
に
概
要
を
紹
介

し
て
み
た
い
。

合
同
労
組
か
ら
統
一
労
組
運
動
へ

１
９
５
０
年
代
、
経
済
の
二
重
構
造
が
形
成
さ
れ
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
労
働
条
件
格
差
が
広
が
っ
て
い

く
。
圧
倒
的
多
数
の
中
小
零
細
企
業
の
労
働
者
は
、
未
組
織
労
働
者
と
し
て
放
置
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
労
働

運
動
の
主
流
は
大
企
業
や
公
務
部
門
の
企
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
。
１
９
４
９
年
に
55
・
％
を
記
録
し
た
組
織

率
は
、
50
年
以
降
急
落
し
、
50
年
代
半
ば
に
は35
％
前
後
と
な
る
。

こ
の
状
況
を
前
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
総
評
は
中
小
企
業
労
働
者
の
組
織
化
と
、
そ
の
受
け
皿
と
し

て
、
当
時
少
し
ず
つ
結
成
が
進
ん
で
い
た
合
同
労
組
に
注
目
す
る
。
１
９
５
５
年
７
月
に
総
評
の
指
導
で
全
国

一
般
合
同
労
組
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
総
評
は
そ
の
直
後
の
第
六
回
大
会
で
、
中
小
企
業
労
働
者
の
合

同
労
組
へ
の
組
織
化
方
針
を
決
定
す
る
。
こ
の
大
会
で
、
岩
井
章
は
オ
ル
グ
配
置
を
公
約
の
一
つ
に
掲
げ
て
、

高
野
実
の
対
立
候
補
と
し
て
事
務
局
長
に
立
候
補
し
、
当
選
し
た
。
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総
評
は
、
当
初
、
組
合
員
１
人
あ
た
り
10
円
の
カ
ン
パ
集
め
と
全
国
各
地
に
オ
ル
グ
を
配
置
す
る
こ
と
を
決

定
す
る
。
し
か
し
、
全
国
金
属
や
化
学
同
盟
な
ど
の
消
極
派
の
抵
抗
を
受
け
た
た
め
、
翌
56
年
２
月
に
、
最
終

的
に
は
３
円
の
義
務
カ
ン
パ
と
し
、
７
３
６
万
円
の
資
金
で
、
約
１
０
０
名
の
中
小
企
業
対
策
オ
ル
グ
（
中
対

オ
ル
グ
）
を
全
国
に
配
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　

こ
う
し
て
、
そ
の
多
く
が
20
代
の
若
き
中
対
オ
ル
グ
た
ち
は
全
国
各
地
の
地
県
評
や
地
区
労
に
配
置
さ
れ
、

合
同
労
組
を
結
成
し
、
組
織
化
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
が
総
評
全
国
一
般
と
い
う
全
国
単
産
に
ま
と
め
上
げ
ら

れ
て
い
く
。

当
時
、
合
同
労
組
運
動
は
、
新
し
い
労
働
運
動
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
企
業
別
組
合
を
前
提
に
議

論
し
て
き
た
労
働
法
研
究
者
の
間
で
は
、
合
同
労
組
を
労
働
組
合
法
と
の
関
係
で
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
が
大

き
な
議
論
と
な
っ
た
。
使
用
者
側
は
従
来
の
企
業
別
組
合
と
は
異
な
る
団
結
体
と
し
て
警
戒
感
を
持
ち
、
組
織

化
さ
れ
る
と
直
ち
に
団
体
交
渉
の
拒
否
や
脱
退
工
作
な
ど
の
不
当
労
働
行
為
を
繰
り
広
げ
た
た
め
、
争
議
が
相

次
い
で
い
く
。
そ
し
て
、
60
年
代
前
半
に
、
合
同
労
組
の
法
的
な
地
位
に
つ
い
て
は
決
着
が
つ
い
た
。

合
同
労
組
の
主
流
は
、
中
小
企
業
の
企
業
別
組
合
の
連
合
体
（
中
小
労
連
型
）、
ま
た
は
企
業
別
組
合
と
個

人
加
盟
組
織
を
併
存
す
る
混
合
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
加
盟
単
位
を
個
人
と
し
、
企
業
別
単
組
の
加

盟
を
認
め
な
い
合
同
労
組
を
統
一
労
組
型
と
い
う
。
そ
の
具
体
例
は
、
広
島
一
般
や
高
知
一
般
で
あ
っ
た
（
い

ず
れ
も
共
産
党
系
）。
当
時
、
若
き
オ
ル
グ
た
ち
は
潮
流
（
社
共
）
を
越
え
て
交
流
し
、
先
進
事
例
を
学
び
、

実
践
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
作
風
が
あ
っ
た
と
い
う
。

１
９
６
０
年
の
全
国
一
般
大
会
で
は
、
規
約
を
改
正
し
、
全
国
一
般
は
組
織
を
あ
げ
て
統
一
労
組
へ
の
転
換
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を
追
求
す
る
。
そ
れ
を
東
京
東
部
で
も
実
現
し
よ
う
と
松
井
た
ち
５
人
の
青
年
オ
ル
グ
た
ち
は
、
１
９
６
０
年

12
月
に
、
東
部
一
般
統
一
労
働
組
合
（
社
会
党
系
）
を
結
成
し
た
。

組
織
化
を
し
て
も
組
合
つ
ぶ
し
や
企
業
倒
産
な
ど
に
よ
っ
て
、
組
織
は
な
か
な
か
増
え
な
か
っ
た
が
、
結
成

か
ら
５
年
後
の
１
９
６
５
年
に
は
２
０
０
０
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
統
一
労
組
運
動
は
一
つ
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
東
京
北
部
や
三
多
摩
、
神
奈
川
、
埼
玉
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
強
烈
な
団
結
力
を
誇
る
統
一
労
組
は
、
地
区
労
に
加
盟
す
る
企
業
別
組
合
か
ら
は
警
戒
さ
れ
た
。

県
境
を
越
え
て
他
の
地
方
に
進
出
す
る
に
従
い
、
全
国
一
般
内
部
の
他
の
地
方
組
織
と
の
軋
轢
が
生
じ
て
い
く
。

ま
た
、
元
々
中
小
労
連
型
で
組
織
さ
れ
た
合
同
労
組
は
、
企
業
別
の
支
部
分
会
と
の
軋
轢
を
押
さ
え
て
統
一
労

組
に
転
換
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

１
９
６
４
年
に
日
本
共
産
党
が
４
・
８
声
明
（
４
月
17
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
公
労
協
を
中
心
と
す
る
ス
ト

ラ
イ
キ
の
中
止
を
訴
え
る
声
明
）
を
発
表
す
る
や
、
総
評
主
流
派
（
社
会
党
系
）
と
反
主
流
（
共
産
党
系
）
の

対
立
は
決
定
的
と
な
る
。
こ
の
あ
お
り
を
受
け
た
の
が
、
全
国
一
般
で
あ
っ
た
。
共
産
党
系
が
主
流
だ
っ
た

東
京
地
方
本
部
は
４
・
８
声
明
を
支
持
し
て
、
ス
ト
中
止
を
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
ま
き
ま
で
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、

全
国
一
般
内
部
の
社
共
対
立
は
修
復
で
き
な
い
程
に
深
刻
化
す
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
東
部
一
般
は
東
京

地
本
を
脱
退
し
て
中
央
本
部
に
加
盟
す
る
。
統
一
労
組
を
推
進
す
る
運
動
も
、
潮
流
を
越
え
て
学
び
あ
う
と
い

う
作
風
も
消
え
た
。
全
国
一
般
中
央
本
部
は
機
能
不
全
を
き
た
し
、
単
な
る
合
同
労
組
の
寄
せ
集
め
と
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
後
、
統
一
労
組
運
動
が
ふ
た
た
び
全
国
一
般
全
体
の
運
動
と
し
て
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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企
業
を
越
え
て
い
か
に
地
域
に
団
結
体
を
つ
く
る
の
か

さ
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
統
一
労
組
」
と
は
何
か
。
統
一
労
組
の
加
盟
単
位
は
企
業
別
単
組
で
は
な
く
個

人
で
あ
る
。
企
業
別
の
支
部
や
分
会
を
設
置
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
団
体
交
渉
権
や
ス
ト
指
令
権
、
妥
結
権

は
組
合
本
部
が
持
ち
、
本
部
が
組
合
費
を
徴
収
し
て
、
支
部
分
会
に
活
動
費
を
交
付
す
る
。
中
央
集
権
的
な
組

織
で
あ
る
。
こ
の
組
織
運
営
に
よ
っ
て
組
合
員
の
企
業
へ
の
帰
属
意
識
を
払
拭
し
て
、
企
業
を
越
え
て
地
域
に

労
働
者
の
団
結
体
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
統
一
労
組
運
動
の
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本

の
労
働
運
動
や
全
国
一
般
の
な
か
で
も
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。

評
者
は
、
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
全
国
一
般
東
京
南
部
（
旧
総
評
全
国
一
般
東
京
地
本
南
部
支

部
）
の
専
従
オ
ル
グ
や
書
記
長
を
経
験
し
た
。
そ
の
限
ら
れ
た
実
践
の
中
で
常
に
考
え
て
き
た
こ
と
は
、
ど
う

や
っ
て
組
合
員
の
企
業
へ
の
帰
属
意
識
を
乗
り
越
え
、
地
域
合
同
労
組
と
し
て
の
団
結
体
を
つ
く
り
出
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
合
同
労
組
や
ユ
ニ
オ
ン
に
と
っ
て
共
通
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
東
京

南
部
は
中
小
労
連
型
の
組
織
を
継
承
し
て
お
り
、
基
本
は
企
業
別
単
組
の
連
合
体
と
個
人
加
盟
組
織
を
併
存
す

る
混
合
組
織
で
あ
る
。
企
業
別
単
組
の
連
合
体
を
、
い
か
に
し
て
地
域
合
同
労
組
と
し
て
の
団
結
体
に
つ
く
り

変
え
る
の
か
。
そ
の
結
集
軸
は
常
に
運
動
で
あ
る
。

本
書
に
も
登
場
す
る
渡
辺
勉
が
東
京
南
部
の
専
従
オ
ル
グ
で
あ
っ
た
60
年
代
か
ら
70
年
代
は
、政
治
闘
争
（
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
や
成
田
空
港
反
対
闘
争
な
ど
）
と
争
議
支
援
運
動
を
基
軸
に
団
結
が
つ
く
ら
れ
た
。
評
者
の
在
任

中
は
、
争
議
支
援
と
労
働
基
準
法
や
派
遣
法
改
悪
反
対
闘
争
が
東
京
南
部
の
結
集
軸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
運
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動
を
ど
れ
だ
け
職
場
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
運
動
を
通
じ
て
組
合
員
を
意
識
化
し
て
活
動
家
を

育
て
て
い
け
る
の
か
が
、
カ
ギ
で
あ
る
。
他
方
、
結
集
軸
の
運
動
が
停
滞
す
る
と
組
合
員
は
職
場
か
ら
出
て
こ

な
く
な
り
、
地
域
合
同
労
組
と
し
て
の
団
結
力
が
弱
ま
り
、
活
動
家
も
育
た
な
い
。
こ
の
点
は
統
一
労
組
運
動

の
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
活
動
家
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
是
非
知

り
た
い
と
思
う
。

他
方
、
最
近
の
ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
中
で
も
企
業
へ
の
帰
属
意
識
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
る
。
例

え
ば
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
が
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
運
営
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
れ
は
企
業
別
分
会
を
設
置
せ

ず
、
職
場
を
越
え
て
地
域
分
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
た
ま
り
場
を
つ
く
り
、
相
互
に
助
け

合
う
こ
と
で
、
結
集
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
外
部
労
働
市
場
で
流
動
化
し
て
い
る
青
年
層
の
非
正
規
労

働
者
を
組
織
す
る
同
ユ
ニ
オ
ン
の
組
織
の
あ
り
方
と
し
て
も
適
合
的
な
の
で
あ
ろ
う
。
50
年
の
月
日
を
経
て
状

況
は
変
わ
っ
て
い
る
が
、
歴
史
的
な
経
験
に
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
運
動
や
組
織
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

戦
後
合
同
労
組
運
動
・
ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
経
験
を
振
り
返
ろ
う

合
同
労
組
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
労
働
法
研
究
者
が
１
９
６
０
年
前
後
に
、
新
し
い
形
態
の
労
働
組

合
と
し
て
、
労
働
組
合
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
か
の
観
点
か
ら
実
態
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
争
点
が
決
着
し
て
以
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近

年
、
活
性
化
し
て
い
る
ユ
ニ
オ
ン
運
動
と
の
比
較
で
、
再
度
、
全
国
一
般
運
動
・
合
同
労
組
運
動
は
何
で
あ
っ
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た
の
か
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
折
し
も
『
労
働
研
究
雑
誌
』
の
11
月
号
が
合
同
労
組
の
特

集
を
50
年
ぶ
り
に
行
っ
て
い
る
。

他
方
、
80
年
代
に
出
現
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
や
、
90
年
代
後
半
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

の
組
織
化
戦
略
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
た
地
域
ユ
ニ
オ
ン
（
連
合
）
や
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
（
全
労
連
）、
労

働
者
を
属
性
別
に
組
織
す
る
ユ
ニ
オ
ン
（
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
、
女
性
ユ
ニ
オ
ン
、
青
年
ユ
ニ
オ
ン
）
な
ど
、
新

し
い
形
態
の
個
人
加
盟
の
ユ
ニ
オ
ン
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
全
国
一
般
な
ど
の
従
来
合
同
労
組
も
非
正
規
労

働
者
や
外
国
人
労
働
者
を
組
織
し
、ユ
ニ
オ
ン
的
な
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
全
国
津
々
浦
々

で
様
々
な
活
動
が
続
い
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
登
場
頻
度
は
、
主
流
の
労
働
運
動
に
勝
る
勢
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
も
既
に
誕
生
か
ら
20
数
年
を
経
過
し
、
第
一
世
代
の
引
退
時
期
を
迎
え
、

世
代
交
代
の
時
期
に
来
て
い
る
。
組
合
員
数
を
必
ず
し
も
順
調
に
増
や
し
て
い
な
い
。

今
こ
そ
、
合
同
労
組
運
動
の
草
創
期
ま
で
を
振
り
返
り
つ
つ
、
戦
後
の
合
同
労
組
運
動
や
そ
の
後
の
ユ
ニ
オ

ン
運
動
～
潮
流
を
越
え
た
様
々
な
実
践
経
験
を
相
互
に
交
流
し
学
び
な
が
ら
、
新
た
な
ユ
ニ
オ
ン
運
動
を
創
り

出
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
、
活
動
家
や
労
働
研
究
者
の

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

東
京
一
般
労
働
組
合
は
、
機
関
紙
『
ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
や
本
書
を
含
め
た
組
合
史
に
、
同
労
組
に

関
係
し
て
き
た
人
々
の
証
言
や
聞
き
取
り
を
意
識
的
に
記
録
し
て
き
て
い
る
。
企
業
別
の
大
労
組
や
産
別
組
織

で
あ
れ
ば
、
組
合
史
を
制
作
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
合
同
労
組
が
組
合
史
を
制
作
し
た
り
、
当
事
者
の
証
言

記
録
を
作
成
し
た
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
著
者
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
一
般
の
み
な
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を
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表
し
た
い
。
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